
ア メ リ カ を巡り て (Il)

瀬木紀男

T. SEGI: My visit to America (11) 

(4) ニュヨークからバ ッフアロー経由デトロイトヘ

ニュ ーヨークでの旅程を完了して 9月 12日朝 AALでと乙を発ち，111与

間半後ノイッフア ローへ着いた。 乙の夜早速ナイヤガラの沌へ行ったが七色の

探JlU 幻 で美 しくJl~らし山されてい る。翌日 伏/li'i' Iζ恵まれて昼間訪れたH告は耐

々たるカナダ滝の上lζ折よ く虹が現れて一段と美観を添えていた。 ζ の辺一

帯のク イーン・ピク トリ ヤ公凶 (カナダ領)には新鮮な芝生の上lζ美しい花が

l咲き乱れ，清潔を極めて本当lと爽快である。バ ッフアロ ーに2泊後又 AAL

lζ乗り ，デ トロイ卜 を経てミシガ ン大学 (在 AnnArJコor)の TAYLOR教授を

訪れた。 パッフア ローは夏時間を採用 しているのにデ トロイトはそ うでな

い。パスが AnnArbor Iζ近づくと一帯は限りなく続く清潔な住宅地帯であ

る。 ミシガン大学の自然科学館(植物学教室は4階)IC:: TAYLOR教授と再見

し心からの歓迎を受けた後，早速待望の Polys砂hOlliano'uaιangliae T AYLOR 

の typeを精査する事が出来た。教授室の前には Nfacrocystis，CauleJアα等の

災艇な海藻標本が展示してあっ

たが，乙 の中或ものは 白色のガ

ラスの上に乗せ，その上をピニ

戸jレでi依い， これをホノレマリン

山lとしてある。

ミシガン大学 (1817作創立)

はアメリカでも有数の州立大学

で，ド!然科学館から広い締内を

北のブI:i!c行く と白色 の時計J;益

;J" -.' 

Burton towerが高く貸え，束 ミシガン大学の自然科学館

へ向って歩くと Herbarium があ る。 乙ζは間半球第三位の大きな Herb.

anumとの事で，入口の看板には EnglishLanguage Instituteと University

Herbarium の二つ記名してあった。 乙乙 から又 TAYLOR夫人の;iEfEするI/i.

でI"j教授と共に巨大な71<.iiJ併を過ぎて Dixbosos胞 に あ るがi物1442を訪れた。

乙の組物園は 200 工 戸 カ 戸 lと及ぶ広大な敷地 lζ立派な平家主~の研究室と首14主
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66 族楽i第 10巻第2号 11日和 ';37年 8月

が猶一部建築中で，ζの周囲には広い線の芝生が果て しなく杭いている。

(5) デトロイ卜からシカゴヘ

乙乙から AALで21時間程とんでシカゴへ着いた。乙の夜ホ テJレでふと

テレビをみてい ると ，中部日本lζ来型した台風の模様が報ぜられて驚いた。

シカゴでも多くの場所をパスで廻ったが，黒人街を通過 したH寺には一種異様

な感lと打たれた。

ミシガン湖に|臨む有名なシエツド水族館は，八角形をした大理石造りの

建物で，250種の水棲動物 l万匹を飼育している。 内に入ると ホ戸 Jレlζはプ

戸jレがあって美しい植木が茂り ，それから放射状iζ水槽室が並んでいる。 乙

. f 

ヨ

シェッ ド水族館(シカゴ)の正面

ζlζあるH寺計の文字J阪は数字の

代りに水楼動物の図案をj羽い，

監にはその持病な彫刻が施して

あるというとり方である。 乙の

地下lζは水量 200万ガ ロンのタ

ンクがあり ，半分は淡水でミシ

ガン湖から とり，半分は断水で、

特別鉄道貨車で述くフ ロリダか

ら運ばれる という。乙乙で特lζ

注目をひいたのは巨大なダツの

一種で，休lと似合わぬ小さい限で前方をみつめ， じっ と し て少 しも動かぬ

Lψisosteus sραtula (Alligator gar，北アメリ カ産淡水魚中最大，普通 2m位

で大き いものは 3m !C及ぶ。 lowerMississippi Valley，メキシコ 南部産)は

不気味な口先が長くのびて鋭く尖り，簿猛性で漁具に大損害を与える とい

う。又尾鰭の極めて小さな巨大怪物 Arapaimagigas (長さ 3111IL達し淡水

魚中最大なものの一つ。南米アマゾン産)等おり ，最後の 1窓は熱帯魚を中

国式の作りで見せ， 東洋の幻悠[1床を画家し出させている。 比等の7.K11Mi Iζは水の

種類 (水温 ・水質)によって夫々五色の表示がしてある。

此所のすぐ 向えに桜iたわる巨大な自然、科学博物館にて先ず興味深いのは

ラジオ ・ガイドである。ポータブノレ ・ラジオを借りて之に依り説明放送をき

く仕掛であるが，ζ の様な巨大な博物館には適当な施設であろう。乙 ζ では

白亜紀未期の巨大な怪物，恐竜 Dinosaurs，Brontosaunls excelsus， Dimetro-

don grandisの大骨絡が注目をひいた。海藻関係の展示は3カ処あり ，その
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中一番左方には， algal vegetation IC:関する展示があって FμClω，ALaria， 

Polysψhonia， P07アhyrα，Utuct，Enttf07norρha等 16躍が失物そっくり [ζ

造られ，海岸lζ於ける生態をよくみせている。真中 と右端の陳列窓には，海

藻利用について興味ある展示が

あったが，之は別報予定であ る

ので こζ に省略する。

ジャクソン公園内にある産

業科学博物館では，各種科学機

械を自ら実験出来る仕掛になっ

ている所が多い。ガラス紺l工の

“Germ's Eye View of life"の

他， 巨大な心臓の模~;!があり 乙

の内!と入る と内部の桃iiEがみら

れ， コツン コツンと心高ーがIlfJえ

Algal veg巴tationの展示

(シ カゴ|当然科学博物fi'i:ICて)

る。文卵からおftが実際iζ府:化する所を大勢の人々にみせている所もある。

(6) シカゴから口スアンゼルスヘ

快晴』ζ恵まれて 9月 20日朝 UALで シカゴを後IC:，詞び米大陸を横断

して ロスアンゼノレス lと向う 。 211寺間余 りにして コロラド州の ロッキー山脈lζ

差しかかる と，峨々たる山脈上lζは早くも兵自の積雪をみる。との絶対・にみ

とれていると，間もなくグランド ・キャ ニオンにさしかかるとのアナウンス

がある。ふと下をみる と褐色の大山脈と平原を大渓谷がうねうねと 屈曲しな

がら傑くえぐり ，ま るで大蛇がのたうち廻っているよう で壮観であ った。間

もなく ロス市上空に来ると，下の家々には古ー色の水をたたえたプーノレが附属

しているのが目 lとつく 。新装なった空港から市rl:JIC:入ると所々に7!l1[日の檎が

あり，之を通りぬけて Wilshire，Sunset Blvd.を通ると夫しいホ テ jレ，レス

トラン， 商庖な どが限りなく続き，乙 の国の巨大な底力を!必じさせる。 ロス

では Longbeach， Disney land， Studio， Santa monica， Marine land， Hollywo-

od等多くの所を廻ったが， BlVERLY HILLS， SANTA MONICA等の有名な俳優

の邸宅前を通るとパス運転手の説明と 同時に ウァ ーツと車中の女の人が歓声

をあげた。

Marine landでは三つの大きなプーノレがあり ，乙 ζで夫々世界的lζ有名

な鯨，ア シカ，イノレカの曲芸をみせている。笛を吹く と鯨は水中高く とび上
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って餌をもらったり，イルカが見事lζ棒高飛を行なったり ，火のついた輸を

くぐったりする。又アシカは口 lζ玉をうまくのせ，樽の上にのりながら曲芸

したり ，又ガァ ー・ ガァ ーと放送したり，なかなかの愛嫡者でよく仕込んだ

ものと感心する。又此処の水族館は一つ一つの小さな水袖でなく，円形の巨

大な水処llを 1~3 階の各階からみる織に出来ている 。

La Jollaのスク リップス海洋研究所へ行くため 9月 25日まずロスか

らUALでサンディ エゴへ向った。一時間足らずで此処へ着き，石山博士，

BENETTE嬢の出迎を受けて LaJollaへ向う 。との辺はauc::メキシ コ悶境近

く，メキシ コ風，スペイン風の美しい建物が続いている。 乙の研究所は加州

大学附}iJ}，のもので，青色のvl1;fi酒でモダンなピノレが立並び，長い桟l需が海中lζ

っき出ている。所長の Prof.HUBBSに挨tPしたが，同氏の倒人蹴替の多いの

に驚いた。 ζ乙で組まれてi海苔についての講演を行なったが， Associat巴Pro-

fessorの HAXO氏とは既lζ4年 i --

前アイノレラン卜‘で会っているの

で邸11染215い。 同氏は Graduate

Student fC::海藻の生理学を指導

している。と ζ では 1VlacTocys-

tis， Pelvetiム

~の培養実験も行なわれている

が，乙の7J<t留は glassfibreが木

製の水槽の上にはられ，大きく

て J~/.い水槽は鉄の棒の仕切があ ハタソ ー教授(スク リップス海洋研究所にて)

り，内は空ら である。(然し小さくてうすいタンクは emptyでない)。潟水の

祖肢を下げるのにはアノレ コー Jレによる冷却を用いている。Phormidium，

Rlwdomollas， dinoflagellata， cliatom， Cyanidium ~訟の culture' が行われ， 文

POIア/り11・G を使い Oxygenの proclucedfunction of pigm巴ntを測定してい

る。是笥¥の研究lζ用いている Transfer，Recorcling spectorophotometer等の

優秀な器級設備も注目された。目下ととにおられる Dr.LEWINは spiral

alga巴につくパイラスを研究し，留学ヰlの外村氏及び CORREL氏はクラミド

モナス，クロレラ をつかい燐酸，核酸笥ーによる藻類の生化学的研究を活機lと

おとなっている。

滞在中 D.CHAPMAN氏 (ProLV. J. CHAPMAN， Auckland University 
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College， New Zealandの令息)の案内で附近で海涼採集を 行ない40種近 く

の種類を採集し得たが，特lζ長大な Pelagophycusを得て興味深かった。又

Dr. NORTH (Kelp-ecologyを専攻)の案内で，長い桟橋の突端から快速艇を

下 して之にの りζ み，太平洋の荒波をけ って

λ![acTocystisの kelpbed (水深 15m位)1ζ向

った。 乙乙 で初めて笑際!CMacrocystisの

生態を観祭し，又採集し得て幸であった。又

この夜間Iを通ると探!¥(i灯がある ので飛 行機

でも探しているかと思 はれた が，之は何と

used carの marketの宣伝のためと聞 く。 と

びぬけて変った宣伝方法に驚いた。乙乙の

水族館には Egregia，POかsiρhonia，Taonia 

笥の海藻標本があり PacificPorgy， Broom-

tail等の美 しい仇頬も泳いでいる。

ロス滞在中筆者と同じ Polysψhonω を

研究している HOLLENBERG氏を Redlands

大学lζ訪れる。 乙の大学は美 しい 私立大学

で，榔子の下緑の芝生がー而lζ拡がり ，女子

学生も多く木当{ζ紛rfITな環境である。 Admi-

nistration Hal1 のIJijlCは“Redlands"の花文

字があり，又フッ トポーノレの試合の為に

Saintly Sophs 1963と書いた文平:放がある。

採集 した JVJacrocystis(筆者，La JoJla川IICて)
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長大な Pelagoρhycu.s(チャ

yプマン氏，La JoJla 海岸

にて)

. 幽圃』

ホーレンベJレグ教授

(Redlands大学にて)
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NI物教室は Duk巴 Hallof Sci 

ence， Biology & Physicsとし、ぅ

m物に あ る。乙乙で同氏の

Pοlyslthoniaの名種 typesp巴Cl-

menを調べ，又学生[ζ紹介され

た。~:内食堂でメキシコ ホ|加を

いただいた後，llqktljると ，巨

大な実lζ見事な榔子の並木が続

いて忘れ得ぬ印象を与えた。

ロス滞在中今度の渡米の主 見事な郷子の並木 (R巴c1lancls，ζて)

要目的の一つである DAWSON時士 (SantaYenezの Beaudett巴 Foundation) 

を訪ねる為 SolvangIC:向った。 ロスから 41時間近くもかかつて剤師く Solvang

のIJlJIζ着き，同博士と感激的な会見をした。 とζ はデンマ ーク人のDij拓した

mTでそのため LittleCopenhag巴nと言われ，デ ンマ ーク風の建物が並ぶ一風

変った111]ーであ った。 1804年創立というr!:iいスペ イン風の教会があり ，ζ のt'll

lζは巨大なサボテンがある。この辺の SantaYen巴Z一帯は気候暑く ，見岐す

限り土の砂漠地帯で枯草の放牧地帯が続き，緑のものは僅かの大木のみであ

る。 聞く 所によるとJ!i'柄乾期 (5-10月)で，実に 6カ月 lζ亘り一却の雨もな

い。然し一度雨が|得ると数日間で緑の原野と

化すると いう一寸恕像もつかない大陸的な風

光である。乙の国の広大さを今夏乍ら9-ilっ

た。乙の1羨な褐色の原野を車でかなり走ると，

ボツンと一つ SantaYenez Valley Museum 

(Beauclette Foundation附属)が位っている。

ζ 乙で最も興味深かったのはカリフオノレニア・

マウン ト・ ライオンが従l胆な)血lとおそいかか

る状態の剥製であ った。乙とから更に行く と

Beauclette F ounc1ationの 向い平屋建の研究

所lとつく。 DAWSON博士は既 IC:130余の論

文があるが， 尚 Rhodymeniα の論文， それ

に近く出版されるという 膨大な Cactusの論

文等をみながら いろいろ討論 し，又 日本の文
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照本 ;空気中に露出されたマリモの温度変化

献について説明した。 乙乙 で

Gelidiumの多くの Typespeci-

menを検べ，又之について麗々

discussionする事が出来た。 乙

乙から吏[にζ Ca抗cht刊u山l日na ~抑糊M初lをすぎ

て加州大学サンタ .パ-パラ分

校 lκζ ゆき， SHlRLEY SPARLlNG 

女史と共lζ 3人で附近の海岸採
官 、

集を行なったが移しい NIac- ー，

rocystおの打揚中lζ直形 1メー

トノレに及ぶ巨大な根をみて撚い

、

巨大な Macrocystisの根

(サ ンタ ・パーパラ海岸!cて)

、町

ー. 

司令• " 

71 

た。夜にな って DAWSON氏宅に帰り泊らせていただいたが，娘さんは釆罵

が上手で，之に優勝したプラ イズが壁面一面にかけてあった。翌朝 DAWSON

博士とカ ーでロス に向った。見渡す限りの レモン畑をすぎ， Ventuna IlIr近 く

の海岸には Egl-egia，Macrocystisが半哩，沖に群生して壮観であ った。更に

ユーカリ プティヌ，フィネッ クスの巨木の並木を通り，ウオ ーJレナットの畑を

過ぎてゆく と Cactus の自生地を過ぎる。 山の斜面一面に之がm~生して壮観

であ った。お昼過ぎになって漸ゃく ロスの AllanHancock Foundation (南加

州大学)Iζ到着し，ド{ソン氏の Gehdiumの typespecimen多数を調べる ζ

とが山来た。(続く)(三謡県立大学水産学部)

空気中に露出されたマリモの温度変化

照オi 勲恭

I. 

特別天然記念物である阿来初!のマリモは，近年種々の原因で表選がめだ

ち，その原因究明lζ対 して現在までに数j立の調査が行なわれてきた 1)。 著者

はさきに晩秋より早春にかけて，tiJiJ7J<.の状況から当然問題となるマリモの凍

筈及び乾燥筈について報告した勾引〉。すなわちマリモの細胞は，自然の状態で

義北海道大学低混科学研究所生物学部門
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